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研究成果の概要（和文）：　最も重要な課題である所蔵の手紙や医療記録・日記類などの写本、医療技術を習得する際
・医療活動を行う際に参照した刊本の調査は無事に完了し『中島家蔵書目録』（「中島医家資料研究　第１巻第０号」
）として出版することができた。
　また、研究代表者や研究分担者やそれ以外の研究者による資料の解読・解析が進められた。この解読・解析により中
島家の個々の医療活動の具体的内容や、近接する他の医師との相互関係、地域社会との様々な関係性が明らかになった
。これらの研究成果は「主な発表論文等」にあるように、その時々に発表してきているが、2015年中に単行本『備前岡
山の在村医「中島家の歴史」』として思文閣から刊行予定である。

研究成果の概要（英文）： The catalog of books, letters, diaries, medical treatment records and other 
manuscripts which are in the possession of Nakashima family, has been completed and published as 
"Nakashima-ke Zousho Mokuroku (the library catalog of Nakashima family)" (ISSN:2189-387X)
 The decipherment and the analyses of them has revealed the detail of the medical activities and the 
interaction between Nakashima doctors and other doctors or local community. This study will become a book 
in 2015.
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１．研究開始当初の背景 
 現代は、社会・政治・経済・科学技術など、
あらゆる側面でグローバル化が進行してい
る時代である。それは、航空機や巨大船とい
った高速・大量輸送機関の発達とそれによる
人的・物的な交流・移動が極めて短時間かつ
大量に行われるようになった時代というこ
とでもある。このことにより、例えば新型イ
ンフルエンザによる全世界的なパンデミッ
クが、極めて短時間のうちに起こりうること
も示している。つまり、医療・公衆衛生にお
いても、国際協調のもとグローバルな対応が
求められる時代になったということである。 
 しかしながら、「グローバル化」は必ずし
も「地域クラスタ（地域社会）」の軽視とい
うことでもなければ両者が排他的な関係に
あるわけではない。むしろその逆であり、「全
体」が「部分」の集合体である以上、グロー
バル化の進行は地域クラスタの役割が強調
されることにもつながりうる。特に、医療は
茫漠とした「地球人」が対象ではなく、特定
の地域に住まう人を対象とするものであり、
確固たる「地域医療」が確立して初めて、国
家や世界レベルでの医療が成立しうるので
ある。 
 このような点から、医療における地域クラ
スタ（地域社会）＝「地域医療」を様々な側
面から検討することは、極めて現代的な研究
課題である。 
 
 地域医療や在村医についての先行研究は、
例えば蘭学史や地方史、医学史などの側面か
らなされている（田崎哲郎『在村蘭学の展開』
1992 年、青木歳幸『在村蘭学の研究』1998
年、田中圭一『病いの世相史』2003 年など）
が、本研究は中島（なかしま）家に所蔵され
ている関連資料に基づいて岡山県邑久郡の
地域医療を歴史的側面から明らかにするこ
とを目指している。特に中島家を取り上げる
理由は次の通りである。 
・ 中島家は、岡山県邑久郡（現瀬戸内市）
において、江戸後期以降から現在の長期に渡
って周辺地域社会の医療活動に貢献してい
る医家であるということ。※歴史的連続性 
・ 「科学に関する文献資料と実物資料を総
合的に扱えるコミュニケーションの研究」
（文部科学省科学研究費補助金特別領域研
究：課題番号 14023218）と、これから派生
した研究により、中島家の蔵書資料のデータ
ベースの一部が完成している。これによって、
中島家が地域社会において様々な医療・医薬
活動を行ってきたこと（京都や長崎に遊学し
た際の詳細な日記、診療、薬売薬、種痘など
の記録があり。後述）、またそれに関連した
資料が大量に残されていることが判明して
いる。※現存する資料が詳細かつ豊富 
 以上の２点から、地域医療を歴史的側面か
ら明らかにする際、中島家が適切な一事例と
なると考えている。 
 

２．研究の目的 
 本研究は、大きく分けて以下の２点を明ら
かにすること目的とした。 
(1)中島家の医療の多面性 
 中島家の代々の医師たちは、地域社会にお
いて自らの得意分野・専門分野だけではなく
様々な医療活動を行っていた。例えば、中島
友玄（なかしまゆうげん：1808(文化 5)年〜
1876(明治 9)年）は、産科・外科を得意・専
門としていたが、鍼灸施治を行っていたこと
が判明している（「「鍼灸施治姓名禄」につい
て −幕末の岡山県邑久郡周辺における鍼灸
記録」松村紀明・中島洋一、第 111 回日本医
史学会総会、2010 年、口頭発表）。さらに種
痘活動も行っている（「中島友玄の「種痘諸
事留」―岡山県邑久郡における幕末～明治初
期の種痘施工の変遷―」、第 110 回日本医史
学会総会、2009 年、口頭発表）。また、広範
囲な売薬活動が行われていたことも判明し
ている（「江戸期在村医の製売薬——岡山県邑
久郡中島家の関連文書の分析から」梶谷真司、
第 111 回日本医史学会総会、2010 年、口頭
発表）。中島家はこのように代々、その時代
に合わせて様々なことを試みているが、それ
がどのようなものだったのか。先行研究を踏
まえこうした中島家の多面的な地域医療活
動を具体的に明らかにし、その全貌を捉える
こと。 
(2)地域医療活動の変化の内的・外的要因 
 中島家の医療活動の多面性はどこから来
たのか。それには主として、代替わりのよう
な中島家自身に由来する「内的要因」と、政
治体制や医療制度など、時代の流れとともに
起きた社会の変化のような「外的要因」があ
る。これらは相互に関連しつつ、中島家の地
域医療の在り方を規定したと考えられる。中
島家のいかなる内的要因に、どのような外的
要因が影響したのかを明らかにし、それが地
域医療活動にいかなる特徴を与えたのかを
解明すること。 
 
３．研究の方法 
 前述の先行研究・調査によって、中島家に
は 1500 点以上の文書資料や医療関係機器・
薬品などが残されていることが判明してい
る。まずはこれを中島家の代ごとに分類・解
読・分析を行い、それぞれの代においてどの
ように医療活動が行われたのかを明らかに
する。※中島家の医療の多面性の解明 
 その後、医療活動がどのように変遷してい
ったのか、その変遷はどのような内的あるい
は外的要因によって引き起こされたのかを
明らかにする。※地域医療活動の変化の内
的・外的要因の解明 
 夏・冬の年２回程度、中島家で長期資料調
査を行う。また、構成員がおのおのの見地か
ら資料の解読・分析を、年間を通じて行い、
研究過程の相互報告・検討会を２ヶ月に 1回
程度の頻度で、都内あるいは岡山で開催した。 
 



４．研究成果 
 まず、中島家による医療の多面性を解明す
るための最も重要かつ必須な課題であった、
中島家所蔵の手紙や医療記録・日記類などの
写本、医療技術を習得する際・医療活動を行
う際に参照したと思われる刊本の調査は無
事に完了し、その総目録を『中島医家資料研
究 第１巻第０号 中島家蔵書目録』として
出版することができた。 
 また、これに基づいて、研究代表者や研究
分担者だけでなく、郷土史研究者やそれ以外
の研究者による資料の解読・解析が進められ
た。この解読・解析により中島家の個々の医
療活動の具体的内容や、近接する他の医師と
の相互関係、地域社会との様々な関係性が明
らかになった（地域医療活動の変化の内的・
外的要因の解明）。これらの研究成果は、後
述の「主な発表論文等」にあるように、その
時々に論文あるいは学会発表・学会講演など
の形で発表してきているが、2015 年中に単行
本『備前岡山の在村医「中島家の歴史」』と
してまとめ、思文閣から刊行予定である。同
書は、単なる中島家の通史だけではなく、上
記の解読・解析の研究成果を体系的に収録し
ている。その内容を以下に掲げる。 
 
 ・中島宗仙・友玄と漢蘭折衷医学 
   （執筆：町） 
 ・中島乴と明治期岡山の美笑流 
   （執筆：黒澤） 
 ・地域医療史研究の端緒としての『鍼灸施 
  治姓名禄』（執筆：松村） 
 ・中島友玄の製売薬（執筆：梶谷） 
 ・胎産新書の諸本（執筆：清水） 
 ・中島友玄の診療圏（執筆：木下） 
 ・種痘活動について（執筆：木下） 
 ・江戸時代の産科手術～回生術の展開と 
  受容をめぐって（執筆：鈴木） 
 ・地域における神子職の事例研究−岡山県 
  邑久郡中島家文書を手がかりに− 
   （執筆：平崎） 
 
 なお、同書は年表や重要文書の翻刻なども
収録しており、長年の中島家文書研究の総決
算とも呼べる内容となっている。 
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